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Abstract: 

Towards realization of a gravity mission based on the feasibility study is on going in Japan, a misson 

using not a full specification and observation bandwidth but a key technology and limited observation and 

resources on a small satellite bus approach is discussed including the Japanese space development 

policy/status. An example of 200kg class satellite and mission (SmartSat-1) presently developed by NICT 

and a cooperating company is introduced. Availability of launch with a small cost and satellite interface to 

be defined in a concrete mission, as well as a road map to the mission realization is presented for 

discussion. 

 
発表概要 

 近年、地球温暖化や水循環、高層大気などのグローバルな地球環境変動の長期観測が必要とさ

れている。本稿ではリモートセンシングの中でも重力の空間的、時間的精密観測をおこなうこと

を目的としたミッションがどのように成立するかを考える。重力観測が環境変動をトータルにと

らえるという卓抜したアイデアはすでに 30年以上前のアイデアから存在したが、衛星技術、観測
技術の技術革新により、欧米諸国によりかつてない精度でミッションが実現開始されたのはこの

３年間である。この間数多くのフィージビィリテイ研究、試作、衛星開発への準備がおこなわれ

てきた。 一方、我国では、地上のネットワークでの観測実績はもつものの、欧米のデータの利

用して研究を進めるというスタイルが定着していたようだが、データの性質を知ってデータを正

しく使いきるには限界がることも近年指摘されている。コミュニティの中には、データそのもの

の取得からリダクション方法、重力シグナルの導出までの総合的な研究と開発をおこなうことが、

日本そして世界の中での本分野の真の貢献になるというコンセンサスが生まれつつある。本研究

会の母体である文部科学省科学技術振興調整費によるフィージビィティプロジェクトもこのよう

な認識の元での出発点であった。 
このような衛星計画をどう立ち上げるか。まず、現在の日本の宇宙開発政策の決定過程、組織

と現在の厳しい状況をみる。ここで強調したいのはすべての関連機関が予算、人員の重点配分時

に影響を受けるであろうそのような政策文書（たとえば総合科学技術会議の宇宙部会の文書）に
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おいて、「重力」が上に述べた地球環境の変動に有力な手段であることを明記する運動が必要であ

ることである。 次に数年前からトレンドとなっている小型衛星（数 10kgから 300kg程度）の
日本での開発状況をみる。大型の衛星で一回きりの計画などは、多額の予算を必要とする衛星計

画にはありえない。小型でも要素技術を先行して実証し、次の機会にまた観測の精度を段階的に

あげるなど小型と中型の計画を組み合わせた戦略が必要である。ここで、分野は異なるが、通信

分野で NICT と三菱重工が開発している SmartSat-1 衛星の開発例を述べる［１］。本衛星は
100-300kg の小型衛星で、さまざまなミッションを柔軟に収容するため、各機能をモジュール化
した設計思想をもつ。表１に衛星の概要を示す。 

ミッション側では、本来の重

力観測の機能を果たすだけで

なく、衛星とのさまざまなイ

ンタフェース（多くの場合、

制約事項）条件を成立させる

必要があり、このため本来の

ミッション仕様も調整するな

ど、バスの選択、ロケットの

選択などを念頭においたフィ

ージビィティスタディと

BBM 試作を繰り返すことが

必要である。 フィージビリ

ティ研究の報告書にはそのよ

うな衛星開発を意識した構成

にすることが望ましい。 最

後に、本分野の第一線で活躍

している研究者がたとえ衛星

開発に未経験でも、衛星との

さまざまなインタフェースを

克服して装置を開発する能力

ももつ人材を育てることが必

要であることを強調しておき

たい。 
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